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第９回:単位の変換・速度算

✓単位の変換

✓速度算
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●単位の変換:速さ・旅人算を解くために、距離と時間と速さの単位の計算
方法を確認しましょう。

◆解き方とポイント

・距離の単位の理解

１ｋｍ＝１０００ｍ＝１０００００ｃｍ
１ｍ＝１００ｃｍ

・時間の単位（６０進法）

１時間＝６０分＝３６００秒

速さの単位については次のページで説明します。



・速さの単位の理解
時間⇒分速

１時間⇒６０分
６０分⇒１分

１２km＝１２０００ｍ

１２０００÷６０＝２００ｍ/分

６０：１＝１２０００：ｘ

６０ｘ＝１２０００

ｘ＝１２０００÷６０
＝１２００÷６
＝２００

・比で解く
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例題

以下の穴埋めを行い、時間単位の変換をしなさい。

（１）２.５時間＝ 分

１時間＝６０分 ６０分×２＝１２０分
０.５時間＝５/１０時間＝１/２時間 ６０分×１/２＝３０分
１２０分＋３０分＝１５０分

（２）時速３km＝分速 ｍ

時速⇒分速 ６０：１＝３０００：ｘ ６０ｘ＝３０００ ６ｘ＝３００ ｘ＝５０
３ｋｍ＝３０００ｍ

５０

１５０

３
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練習問題

以下の穴埋めを行い、時間単位の変換をしなさい。

（１） 時間＝ 時間 分

２ ⇒ ２ ⇒ ２時間２０分

（２）分速１５０ｍ=時速 ｋｍ

分速 ⇒ 時速 １５０ｍ×６０分＝９０００ｍ＝９ｋｍ
１×６０分 １時間

（３）０.７５ｍ/秒＝ ｍ/分

秒速 ⇒ 分速 ０．７５ｍ×６０秒＝７．５×６＝４５ｍ
１×６０秒 １分

３

７

３

１

６０

２０

２ ２０

９

４５
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●速度算:動いている人やものの速さを求める計算がSPIではよく出題され
ます。このタイプの問題は速さ・距離・時間の公式を使って解くこ
とが出来ます。

◆解き方とポイント

公式よりも「キハジ（ミハジ）の図で理解しやすいので覚えておきましょう。
（「キ」の下に「ハ」げた「ジ」じい」と覚えると上下の位置を間違えることがありま
せん。）

※縦の関係は「÷」
横の関係は「×」
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例題

駅から学校まで１.２ｋｍ離れている。駅から出発して４０ｍ/分の速さで学校に向かっ
て歩く場合、学校に到着するのは駅から出発して何分後か。

Ａ ５分後 Ｂ １０分後 Ｃ １５分後
Ｄ ２０分後 Ｅ ２５分後 Ｆ ３０分後
Ｇ ３５分後 H  Ａ～Ｇのいずれでもない

１.２km⇒１２００m

４０ｍ/分 １２００÷４０＝３０（分）

答え Ｆ ３０分後
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練習問題

（１）４８ｋｍの道のりを時速８kmで進んだ時にかかるのは何時間か。

Ａ １時間 Ｂ ２時間 Ｃ ３時間
Ｄ ４時間 Ｅ ５時間 Ｆ ６時間
Ｇ ７時間 H  ８時間

４８ｋｍ

８ｋｍ/時 ４８÷８＝６（時間）

答え Ｆ ６時間
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練習問題

（２）５ｋｍの距離を時速６ｋｍで進んだ時にかかる時間は何分か。

Ａ ２０分 Ｂ ２５分 Ｃ ３０分
Ｄ ３５分 Ｅ ４０分 Ｆ ４５分
Ｇ ５０分 H   ５５分

５ｋｍ

６ｋｍ/時

答え Ｇ ５０分

５÷６＝ ＝
６

５

６０

５０
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練習問題

（３）時速６０ｋｍの速さで１時間２０分進む距離は何ｋｍか。

Ａ ２０ｋｍ Ｂ ４０ｋｍ Ｃ ６０ｋｍ
Ｄ ８０ｋｍ Ｅ １００ｋｍ Ｆ １２０ｋｍ
Ｇ １４０ｋｍ H １６０ｋｍ

６０ｋｍ/時

答え Ⅾ ８０ｋｍ

１時間２０分＝１ ＝１ ＝

６０× ＝８０（ｋｍ）

６０

２０

３

１

３

４

３

４

１

２０


